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筑肥線活用に関する検討会 

  

 

 

 

 

筑肥線（唐津～伊万里）を持続可能な線区とするための活用策を検討・実行し、多くのお客さまに

選ばれる交通手段とすることを目的として、2021年度は「筑肥線活用に関する検討会」を計４回開

催しました。 

検討会では、線区のご利用実態に関する情報共有や、ご利用者を増やすための線区の活用策の検

討および実施に向けた協議などに取り組み、それらを踏まえ各主体で活用策を実施した結果、多く

の方にご参加等頂きました。 

 

 

唐津市、伊万里市、佐賀県、国土交通省九州運輸局、九州旅客鉄道株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 検討会の取り組み概要 

２． 出席者 

３． 実施した主な線区活用策 

イルミネーション列車の運行 

 イルミネーション列車を企画・運行し、それに合わせ

て地域団体等が行うおもてなし等の取組を支援す

ることにより、鉄道の利用機会の創出と更なる利用

促進を図った 

 

 

・２日間にわたり８本のイルミネーション列車を運行 

・JR 利用者515名 

この他にも、以下の取り組みなど１1 件の線区活用策

を実施し、全体の参加者等は約2,800名（うちＪＲ

利用者 約 550名）でした。 

・公共交通機関を利用した通勤・通学の推進 

・通学利用を促進するための広報活動 

・大川野駅舎内での筑肥線鉄道資料の展示 

・鉄道利用促進ＰＲ動画の制作 

・沿線事業所に対する鉄道利用状況調査 

・「肥前やきもの圏」ＰＲ列車の運行 

全体 

沿線自治体や関係団体を対象としたセミナーを開

催し、他線区での利用促進策の紹介等を行うこと

で、鉄道の利活用促進に向けた機運醸成を図った 

 

・参加者６６名（うちＪＲ利用者 約 20名） 

鉄道を使った地域づくりセミナーの開催 

「筑肥線（唐津～伊万里）活用に関する検討会」 

における2021年度の取り組みについて 



 

   

 

今年度は以下の活用策の実施を予定しております。引き続き、筑肥線の更なる活性化にご協力を

お願い致します。 

・「ロマンシング佐賀」でラッピングされたロマ佐賀列車の運行、お得な周遊きっぷの発売や駅を 

拠点とした周遊イベント等 

 ・伊万里駅ビル開業20周年記念切符の発売 

・唐津駅の観光案内機能の拡充およびライトアップ 

   ・行事で鉄道を利用する保育所等への運賃補助 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「ロマンシング佐賀2022」の詳細は、 

QR コードからご確認いただけます。 

 

４． 2022年度に実施予定の主な線区活用策 


